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reportsフォルダ 送付について

データ 
連携 



エクセルファイルの出力①
SchoolEngineに設定されている「観点」を取得します。

「はなまる」の設定に必要な情報のため、実施をお願いします。

「成績一覧入力」をクリックします

　　　SchoolEngineを立ち上げ
　　　　学級担任メニューを開きます。 　エクセルを書き出します１ ２

「読み込み用フォーマット書き出し」 を押
すとエクセルが保存されます。



エクセルファイルの出力②
　　保存されたエクセルを開き、個人情報を削除します３

行全体を選択し、「Delete」ボタンを押すと簡単です



reportsフォルダ 送付について

連携を希望される場合は、
下記までご連絡をお願いいたします。

　メールアドレス ：eigyosupport@djn.co.jp

※後日、連携に必要な「 reports」フォルダをお送りいたします。
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連携操作手順 

データ 
連携 



学籍番号（キー）の設定

はなまる集計の児童管理コードの欄に、 「SchoolEngine」で設定した学籍番号（キー）を貼り付けます。 
学籍番号（キー）が不明な場合は設定を担当された先生にご確認をお願いいたします。

②児童管理コードを表示させる。

「はなまる集計」のTOP（黒板の画面）から
児童設定を開きます。

③各児童の「学籍番号（キー）」を
貼り付ける。
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1. 連携前の準備①
はなまる集計のフォルダを開き「system」フォルダ内の 
「reports」フォルダを、担当から送付されたものに差し替える。 
（既存のreportsフォルダの名前を「reports_old」などに変更してから、新しいreportsフォルダを同じ場所に入れてもよい。）

はなまる集計フォルダ内の
「system」フォルダを開きます。

reportsフォルダを、差し替える。
ZIPファイルになっている場合は、

右クリック「すべて展開」で展開しておく。
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1. 連携前の準備➁
はなまる集計にログインし、
通知表に評定がない場合は、 「入力通知表/要録」画面右下の 
「評定の設定」ボタンをクリックし、【評定を表示しない】に設定します。
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1. 連携前の準備➂

「入力通知表/要録」画面右下の「校務連携」ボタンをクリックし、 
「SchoolEngine」を選択、ファイルをデスクトップに保存しておく。  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1. 連携前の準備④
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出力したエクセルを開きます。クラスの児童数以降のフィールドを削除します。
（児童数が35名なら36番～を削除、以下の例だとAD列以降を列ごと削除してください）



2. スクールエンジン側での操作

スクールエンジンを開き
メインメニュー⇒学級担任⇒クラス選択⇒成績一覧入力
「読み込み」ボタンをクリックし、「はなまる」で出力したファイルを選択します

「読み込み」をクリック

「はなまる」で出力した
ファイルを選択します

データが読み込まれましたら、作業完了となります。
引き続き「スクールエンジン」で通知表の作成を行ってください。
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その他、ご不明点等ございましたら、下記連絡先までお気軽にお問い合わせください。

　　　お問い合わせフォーム　https://djn.tayori.com/f/soft/


